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蜘蛛流大工棟梁横田氏の鬼板絵様について
―横田家大工文書の研究（８）―
Consideration on the Design Style of "Oniita" made by the Yokota 








































№ 絵様雛形書名 著　者　名 刊　行　年 備　　　考�
01 大匠雛形　彫物絵本 鈴木重春 正徳 4年（1714） 全５冊の内２冊�
02 匠家絵様集 官匠廣丹晨父 宝暦９年（1759） 全２冊�
03 新撰雛形　五　絵様 小暮甚七 宝暦９年（1759） 全５冊の内１冊�
04 大和絵様集 立川小兵衛 宝暦13年（1763） 全４冊�
05 彫工雛形 二柳先生 文政10年（1827） 全１冊�
06 当世いろは絵様集 奴長兵衛 天保５年（1834） 全２冊�












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図４－20 不明（唐棟門） 図４－23 不明（羽黒神社本殿に類似）
図４－22 羽黒神社本殿（推定）
図４－21 不明
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図４－24 不明（羽黒神社本殿に類似）
図４－25 駒形神社本殿鬼板（判明）
図４－26 鹿島神社本殿・拝殿（推定）
図４－27 不明（鹿島神社拝殿に類似）
図４－28 熊倉神社本殿（判明）
図４－29 熊倉神社拝殿（判明）
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側面が２間あり、規模および格式から判断す
れば羽黒神社本殿、図４－26は本殿拝殿の形
式から判断すれば鹿島神社本殿、図４－30は
懸魚の様式から判断すれば宇佐八幡神社拝殿
と推定される。
また横田家大工文書における鬼板絵様がど
の社寺のものであるか不明であるもののう
ち、同書で判明・推定した鬼板絵様と比較し
たとき、類似しているものをあげれば以下の
ようなものがある。
図４－５～７は菅谷神社本殿の鬼板に、図
４－９～11は湯沢神社本殿の鬼板に類似して
いる。図４－23・24は羽黒神社本殿の鬼板に、
図４－31・32は宇佐八幡神社拝殿の鬼板にそ
れぞれ類似している。
このように横田家大工文書における鬼板絵
様を同定した結果、鬼板の変遷を明らかにす
ることができた。この変遷をみると、大きく
分けて２つのタイプがあるといえよう。
第１のタイプは、鬼板脚元と鰭の区別が明
確であり、鰭の意匠は単純な流水または菊葉
となっている。
第２のタイプは、鬼板脚元と鰭が一体化し
たものであり、鰭の意匠は天象系の雲または
雲水のものと植物系の菊葉および天象系と植
物系が複合した渦若葉のものとがある。
鰭の意匠を概観すると、初期に簡素な流水
および菊葉の意匠があり、その後全体として
雲または雲水の意匠が一般的になり、特に幕
末期において渦若葉が集中的に鰭のデザイン
として用いられたと考えられる。
ところで横田家大工文書における鬼板と大
工雛形書における鬼板と比較すると次のよう
に類似した例をみつけることができる。
図４－30 宇佐八幡神社拝殿（推定）
図４－31 不明（宇佐八幡神社拝殿に類似）
図４－32 不明（宇佐八幡神社拝殿に類似）
図４－33 諏訪神社拝殿（判明）
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図４－５～７は、大匠雛形（1714年）の図２－２・12に、湯沢神社本殿鬼板（1797年）
の図４－８は大和絵様集（1763年）の図２－21に、菅船神社本殿鬼板（1817年）の図４－
12は新撰雛形（1759年）の図２－15に、駒形神社本殿鬼板（1873年）の図４－25は雑工雛
形（1850年）の図２－42にそれぞれ類似していることがわかる。
このように横田氏の鬼板鰭の意匠は、ほとんどが、大工雛形書の枠の中におさまってい
て、横田氏が大工雛形書を手本にして鬼板をデザインしていたことが窺われる。
５．おわりに
これまでの考察を要約すると、以下のようになる。
（1）鬼板絵様を分類するには、鬼板が取り付けられる位置と鬼板の形態および鰭意匠の
主題（モティーフ）に分けて考える必要がある。
（2）木割書にみる鬼板は、鬼板鰭付加型から鬼板脚先鰭一体型へさらに鬼板鰭一体型へ
と大きく変化した。
（3）『新撰雛形』では鬼板の意匠に新奇なデザインがみられ、『大和絵様集』では鰭意匠
に多様性がみられ、『大工絵様雑工雛形』では他の木割書と比較して鬼板の意匠が
優れている。
（4）横田氏の建築作品における鬼板は後世取り替えられたものが多く、現存する資料数
が少なく、鬼板絵様の変遷を把握することは極めて困難である。ただし鰭の意匠と
して雲水のデザインが主流であったことを指摘することはできる。
（5）横田家大工文書における鬼板鰭の意匠をみると、第１期（18世紀中期）に渦巻・流
水および菊葉、第２期（18世紀後期～19世紀中期）に雲水、第３期（幕末～明治初
期）に渦若葉、第４期（19世紀後期）に再び雲水が主流となったことがわかる。
（6）横田氏の鬼板の意匠は、オリジナルなものはほとんどみられず、公刊された大工雛
形書を手本にしてデザインされていたと考えられる。
注記
（1）拙稿「蜘蛛流大工棟梁横田氏の虹梁絵様について―横田家大工文書の研究（4）―」
共栄学園短期大学研究紀要、第15号、1999年３月
拙稿「蜘蛛流大工棟梁横田氏の木鼻絵様について―横田家大工文書の研究（5）―」
共栄学園短期大学研究紀要、第16号、2000年３月
拙稿「蜘蛛流大工棟梁横田氏の蟇股・笈形絵様について―横田家大工文書の研究（6）
―」共栄学園短期大学研究紀要、第17号、2001年３月
拙稿「蜘蛛流大工棟梁横田氏の懸魚絵様について―横田家大工文書の研究（7）―」
蜘蛛流大工棟梁横田氏の鬼板絵様について
－71－
共栄学園短期大学研究紀要、第18号、2002年３月
（2）「匠家絵様集」「大工絵様雑工雛形」の鬼板絵様は麓和善編著『日本建築古典叢書第
９巻』（大龍堂、1991年）から抜粋した。
（3）麓和善・鈴木規夫・岡本真理子・河田克博・内藤昌「木版本彫物書系絵様雛形の内
容的特質」（『建築史学』第14号、1990年３月）pp.94
